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「天才ルーシーの
計算ちがい」

「みんな
まってるよ！」

「金剛の塔」

ステイシー・マカナルティ／著
講談社

青山　ゆういち／え
少年写真新聞社

木下　昌輝／著
徳間書店

　ルーシーは８歳のときに、雷に打たれ
て数学の天才になってしまいました。でも、
よいことばかりではなく、学校に通えなく
なりました。飛び級で大学にだって行け
ることになった12歳のある日、おばあちゃ
んがルーシーに「１年間中学校に通う」
という課題を出します。それは、ルーシー
の人生を大きく変えるミッションで…。

　ここは、学校の図書館。いろんな本が、
たくさんあるよ。図書館では好きな絵や
写真をながめたり、知りたいことを調べ
たりできる。時には、おはなしを読んで
もらうことも。もちろん、好きな本を自分
で読んでもいいんだよ。さあ、図書館の
本を手にとって、開いてみよう。

　百済からきた宮大工たちが伝えた技術
は、飛鳥、平安、戦国時代と受け継がれ
た。火災や戦乱で何度も焼失しながら、
五重塔は甦り続ける。そして、その塔は
決して地震では倒れなかった。現代の高
層建築、丸の内ビルディングや東京スカ
イツリーにも生きている「心柱構造」誕
生と継承の物語。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書
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期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行

な
ど
で
都
合
の
悪
い
方
は
、
期

日
前
投
票
制
度
を
ご
利
用
で
き

ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
選
挙
期

日
に
投
票
で
き
な
い
理
由
を
選

択
す
る
「
宣
誓
書
」
を
ご
記
入

い
た
だ
き
ま
す
。（
事
前
記
入
可
）

　

宣
誓
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
各

公
民
館
で
入
手
で
き
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間

　

期　
　

間
▼
7
月
29
日
㈪
〜

８
月
3
日
㈯

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　

投
票
場
所
▼
市
役
所
１
階
の

期
日
前
投
票
所
（
中
央
公

園
側
入
口
）

※
8
月
1
日
㈭
〜
3
日
㈯
は
、

す
こ
や
か
で
も
投
票
で
き
ま
す

※
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　

お
仕
事
や
学
校
な
ど
で
他
の

市
町
村
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

○
投
票
の
手
順

①
勝
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

投
票
用
紙
等
を
請
求

②
投
票
用
紙
、
投
票
用
封
筒
、

不
在
者
投
票
証
明
書
が
本
人

へ
郵
送
さ
れ
ま
す

③
郵
送
さ
れ
た
書
類
を
持
っ
て

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
、
不
在
者
投
票
を
行
い
ま

す
か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
へ

１　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す

身
体
に
重
度
の
障
が
い
の
あ

る
方
は
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在

者
投
票
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
ま
た
は
介
護
保
険
被
保

険
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
障
が
い
の
程
度
が
下
表
に

該
当
す
る
方
が
申
請
で
き
ま
す
。

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投

票
を
行
う
た
め
に
は
、
勝
山
市

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
「
郵
便

投
票
証
明
書
」（
7
年
間
有
効
。

要
介
護
5
の
方
は
被
保
険
者
証

の
有
効
期
限
）
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

２　

代
理
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
所
で
、
か
ら
だ
が
不
自

由
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
自
分

で
候
補
者
名
な
ど
を
書
く
こ
と

が
で
き
な
い
方
は
、
代
理
投
票

が
で
き
ま
す
。
受
付
で
「
代
理

投
票
を
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

補
助
者
が
本
人
立
ち
会
い
の
う

え
、
代
理
投
票
し
ま
す
。

３　

点
字
投
票
に
つ
い
て

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
は
、

点
字
で
投
票
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
点
字
器
お
よ
び
点
字
の

候
補
者
な
ど
の
名
簿
も
投
票
所

に
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
。

みなさんの投票場所はこちらです ※境、戸倉、西ヶ原、新道にお住まいの方は、荒土公民館が投票所です

投票区名 施 設 の 名 称 投　票　区　の　区　域
第 1投票区 勝山市役所 元町１丁目、本町１丁目～４丁目、栄町１丁目～５丁目、沢町１丁目
第 2投票区 きたこども園 沢町２丁目、芳野町１丁目～２丁目、長山町１丁目～２丁目
第 3投票区 成器西小学校 昭和町１丁目～３丁目、旭町１丁目
第 4投票区 成器南幼稚園 元町２丁目～３丁目、立川町１丁目～２丁目
第 5投票区 旭町二丁目区民会館 旭町２丁目～３丁目、旭毛屋町
第 6投票区 猪野瀬公民館 片瀬、片瀬町１丁目～２丁目、猪野口、若猪野、高島、毛屋町、毛屋、西高島、猪野、平泉寺町岡横江
第 7投票区 平泉寺公民館 平泉寺、赤尾、笹尾、大渡、壁倉、神野、経塚
第 8投票区 岩ヶ野公民館 岩ヶ野、大矢谷、小矢谷、上野、池ヶ原
第 9投票区 福祉健康センター「すこやか」 郡町１丁目～３丁目、郡、滝波町１丁目～５丁目、滝波、五本寺、黒原、寺尾、浄土寺、上芳野
第10投票区 栃神谷公民館 栃神谷、暮見、野向町薬師神谷
第11投票区 北谷町コミュニティセンター 中尾、北六呂師、河合、木根橋、小原、杉山、谷
第12投票区 野向公民館 竜谷、竹林、聖丸、深谷、牛ヶ谷、北野津又、横倉

第13投票区 荒土公民館 松田、田名部、布市、清水島、北新在家、別所、細野口、北宮地、堀名、中清水、
伊波、妙金島、新保、松ヶ崎、境、戸倉、西ヶ原、新道

第14投票区 北郷公民館 西妙金島、檜曽谷、新町、志比原、上森川、下森川、東野、岩屋
第15投票区 伊知地公民館 伊知地、坂東島、上野
第16投票区 鹿谷公民館 保田、西光寺、北西俣、矢戸口、本郷、西遅羽口、東遅羽口、杉俣、志田、発坂、保田出村
第17投票区 遅羽公民館 下荒井、嵭崎、大袋、新道、北山、蓬生、中島、千代田、比島

障がいの
部位

手帳など

両下肢・体幹・
移動機能

心臓・腎臓・
呼吸器・ぼうこう・
直腸・小腸

免疫・肝臓

身体障害者手帳 1級・2級 1級・3級 1級から3級まで

戦傷病者手帳
特別項症から
第2項症まで
（両下肢･体幹）

特別項症から
第3項症まで

特別項症から
第3項症まで

　（肝臓）

介護保険の
被保険者証

介護保険法の被保険者証の
要介護状態区分が要介護5
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『18歳　あなたの意見を　票にしよう』
平成30年度勝山市明るい選挙啓発標語コンクール 最優秀賞　倉田　直果さん（奥越明成３）
平成30年度福井県明るい選挙啓発標語コンクール 佳作

第17回勝山市議会議員選挙
投 票 日　８月４日（日）
投票時間　午前7時～午後8時
第８投票区　岩ヶ野公民館
第11投票区　北谷町コミュニティセンター

は午後6時まで
問勝山市選挙管理委員会事務局（☎88 ｰ 1116）

勝
山
市
で
投
票
で
き
る
方

◆
平
成
13
年
８
月
5
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
（
投
票
日
当
日
に
満

年
齢
18
歳
に
達
し
て
い
る
方
）

◆
平
成
31
年
４
月
28
日
以
前
に
住

民
登
録
し
、
引
き
続
き
勝
山
市

に
居
住
し
て
い
る
方

◆
成
年
被
後
見
人
の
方
も
投
票
で

き
ま
す

市
内
で
住
所
を
変
更

さ
れ
た
方
の
投
票
場
所

　

令
和
元
年
7
月
18
日
か
ら
投
票

日
ま
で
の
間
に
、
勝
山
市
内
で
転

居
届
を
出
さ
れ
た
方
は
、
入
場
券

に
記
載
さ
れ
て
い
る
元
の
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

勝山市○○町○○

○○　□□　様

投票日には
サイレンが鳴ります
　投票開始の午前７時と、投
票所閉鎖１時間前の午後７時
（ただし、第８・11投票区を除
く）に、公民館などでサイレ
ンを鳴らします。

市民会館で即日開票
　開票の参観をご希望の方は、
当日の午後８時30分から市民
会館玄関前で受け付けます。
開票開始時間▶午後９時～
開票場所▶市民会館大ホール
参観者▶200人まで

　

選
挙
は
、
私
た
ち
国
民
が
政
治

に
参
加
す
る
最
も
重
要
な
機
会
で

す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
自
覚
と
良
識
を

も
っ
て
、１
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
入
場
券
を郵

送
し
ま
す

　

ハ
ガ
キ
に
各
世
帯
の
有
権
者
が

４
人
ま
で
記
載
さ
れ
た
入
場
券
が

郵
便
で
届
き
ま
す
（
有
権
者
が
５

人
以
上
の
世
帯
に
は
、
２
通
以
上

の
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
す
）。

※
入
場
券
を
忘
れ
た
場
合
で
も
、

本
人
確
認
の
う
え
投
票
が
で
き

ま
す
が
、
確
認
作
業
の
た
め
お

時
間
を
い
た
だ
き
ま
す

選挙
特集

明るい選挙キャラクター福井県版「めいすいサウルス」

みんなで投票
大切な一票

平成30年度勝山市明るい選挙啓発
ポスターコンクール　小学校の部
最優秀賞 伊東大悟さんの作品

平成30年度勝山市明るい選挙啓発
ポスターコンクール　中学生の部
最優秀賞 齊藤茉凛さんの作品

7月28日㈰告示
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　　　　　勝山城博物館・勝山市連携　第6回共催展

福井の偉人　書家 西脇 呉石井 偉人井 偉人 書家
～研ぎ澄まされた心と線～～研ぎ澄まされた心と線～
と　き▶7月20日㈯～9月30日㈪

　

市
で
は
勝
山
城
博
物
館
と
連
携

し
、共
催
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。　

今
年
は
、
勝
山
出
身
の
書
家
西
脇

呉
石
に
焦
点
を
当
て
た
展
覧
会
を

行
い
ま
す
。

主
な
展
示
品
▼
書
作
品
、
南
画
作

品
、
草
稿
類
、
手
本
類
、
道
具

類
の
ほ
か
呉
石
が
収
集
し
た
明

治
時
代
を
中
心
と
す
る
作
家
の

作
品
な
ど

※
南
画
・
草
稿
類
・
道
具
類
は
大

半
が
初
公
開

開
館
時
間
▼
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
4
時
30
分

※
期
間
中
は
無
休

入
館
料
▼
一　

般　
　

７
０
０
円

　
　
　
　

小
中
高
生　

２
６
０
円

※
勝
山
市
民
の
方
は
、
ご
住
所
が

分
か
る
も
の
を
お
持
ち
い
た
だ

く
と
２
割
引
き
と
な
り
ま
す

勝
山
城
博
物
館
で
の

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会

◆「
書
家
西
脇
呉
石
に
つ
い
て
」

と　

き
▼
７
月
27
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講　

師
▼
林　

淳
氏

（
勝
山
城
博
物
館
学
芸
員
）

◆「
書
芸
術
の
面
白
さ
」

と　

き
▼
９
月
14
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講　

師
▼
林　

淳
氏

（
勝
山
城
博
物
館
学
芸
員
）

◆
外
部
見
学
無
料
ツ
ア
ー
「
西
脇

呉
石
書
丹
石
碑
巡
り
in
勝
山
」

　

市
内
の
石
碑
を
バ
ス
で
巡
り
ま

す
。
定
員
25
人
・
要
申
込

と　

き
▼
９
月
21
日
㈯

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

集
合
場
所
▼
勝
山
城
博
物
館駐

車
場

　
　

  

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

文
化
財
保
護
室（
教
育
会
館
2
階
）

☎
88
‐
8
1
1
3

西
にしわき

脇 呉
ご

石
せき

（明治12年～昭和45年）

勝山出身の書家・教育者
福井県師範学校卒業
大正年間の「国定書き方手本」
など数多くの教科書を執筆
戦後の日展および毎日書道展な
どに出品

展
覧
会
開
催
に
あ
た
っ
て

林　
　

淳

（
勝
山
城
博
物
館
学
芸
員
）

　

皆
さ
ま
に
と
っ
て
福
井
県
出
身
の

書
家
と
い
え
ば
ど
な
た
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
創
り
上
げ
た
「
個
性
」
を

見
事
に
表
現
し
た
故
稲い

な

村む
ら

雲う
ん

洞ど
う

氏
は
、

勝
山
高
校
で
教き

ょ
う
べ
ん鞭

を
と
ら
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
親
し
み
を
も
っ
て
思
い
浮

か
べ
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
で
は
勝
山
上
元
禄
生
ま

れ
の
西
脇
呉
石
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

大
正
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
全

国
で
使
用
さ
れ
た
国
定
教
科
書
を
書

い
た
人
物
と
し
て
ご
存
知
の
方
は
い

て
も
、
そ
の
芸
術
性
は
あ
ま
り
語
ら

れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
呉

石
の
追
求
し
た
「
個
性
」
が
、
能
楽

な
ど
伝
統
芸
能
に
通
じ
る
「
に
じ
み

出
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な

要
因
で
す
。

　

今
回
展
覧
会
名
に
あ
え
て
「
福
井

の
偉
人
」
と
い
う
冠
を
付
し

た
の
も
、
呉
石
の
書
の
在
り

方
が
日
本
文
化
史
に
大
き
な

価
値
を
持
つ
こ
と
を
強
調
す

る
た
め
で
す
。

　

呉
石
は
、
教
育
者
と
し
て
は

生
涯
で
1
4
0
冊
以
上
の
教
科

書
類
を
刊
行
し
、
書
家
と
し
て

は
昭
和
6
年
（
1
9
3
1
）
の

泰
東
書
道
院
の
理
事
就
任
、
戦

後
の
日
展
お
よ
び
毎
日
書
道
展

へ
の
ほ
ぼ
毎
年
の
出
品
、
他
に

も
南
画
を
描
き
漢
詩
を
作
る
な

ど
、
経
歴
と
実
力
を
備
え
た
書
家
で

し
た
。
石
碑
の
書
も
多
く
手
掛
け
、
現

在
も
県
内
だ
け
で
22
基
の
現
存
を
確

認
で
き
ま
す
。
最
も
古
い
碑
は
長
山

公
園
に
あ
り
ま
す
が
、
次
に
古
い
碑
は

坂
井
市
三
国
の
春
日
神
社
に
あ
り
ま

す
。
当
時
24
歳
の
呉
石
が
、
江
戸
時

代
生
ま
れ
の
筆
の
た
つ
人
々
が
多
く

存
命
し
て
い
た
中
に
お
い
て
も
、
際
立

つ
実
力
を
発
揮
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
事
例
で
す
。

　

今
回
は
呉
石
の
作
品
や
道
具
類
を

中
心
に
60
種
類
ほ
ど
の
作
品
が
並
び
、

江
戸
中
期
以
降
呉
石
に
至
る
ま
で
の

師
弟
の
系
譜
や
そ
の
作
品
の
ほ
か
、

呉
石
が
集
め
た
各
種
の
貴
重
な
資
料

や
、
生
前
の
呉
石
の
映
像
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
多
く
が
初
公
開
と
な

り
ま
す
。
本
展
覧
会
を
通
じ
、
勝
山

が
全
国
に
誇
る
教
養
人
・
文
化
人
・

教
育
者
・
芸
術
家
で
あ
る
呉
石
を
ぜ

ひ
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

生誕140年記念
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勝山灯りまつり
子どもたちの灯りまつり
■時８月10日㈯～14日㈬
午後6時～ 10時　※子どもたちの灯りまつりは9時まで

■所大清水公園、花月楼周辺（勝山灯りまつり）
　中央公園（子どもたちの灯りまつり）
※ 灯りまつり関連イベントの詳細は、8月8日㈭発
行の広報かつやまでお知らせします
問商工観光・ふるさと創生課（市役所2階）
　☎88 ｰ 8117

７月27日㈯

８月12日㈪・（振）

８月14日㈬

８月13日㈫

８月10日㈯

８月15日㈭

８月11日㈰・㈷

８月16日㈮

大清水まつり

勝山夏フェス
（子ども・若者向け体験イベント）

スカイランタン

越前大仏
門前市＆夏まつり

ナイトディノパーク
(～ 15日)

遊ぼっさ14

ふるさとステージ・
盆踊り大会

納涼花火大会 谷はやし込み行列 かち山ちょうちん登山

大師山たいまつ登山ジャズジャズ
フェスティバルフェスティバル

■時午後２時～９時
■所大清水公園

■時正午～午後5時
■所ゆめおーれ広場

■時午後7時30分～
■所弁天河原

■時午前11時～
　　　　午後９時
■所花月楼、延勝寺

■時午後５時～９時
■所越前大仏門前町

■時午後5時～ 9時
■所ゆめおーれ広場

■時午後８時～
■所弁天河原

■時午後6時～
■所越前大仏門前町集合

■時午後7時～ 9時
■所かつやま
　恐竜の森

■時午後３時～
■所北谷町谷

■時午前10時～
　　午後7時30分
■所教育会館

■時午後4時～
■所村岡小グラウンド集合

7月27日㈯～8月16日㈮
イベントスケジュール
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク ジオパーク専門員　町　澄秋
　

毎
年
恒
例
の
近
隣
ジ
オ
パ
ー
ク
の
視

察
で
、
今
年
は
、
立
山
黒
部
ジ
オ
パ
ー

ク
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
立
山
黒
部
ジ

オ
パ
ー
ク
は
、
2
0
1
4
年
に
認
定
さ

れ
た
富
山
県
の
東
側
に
位
置
す
る
富
山

市
・
立
山
町
・
上
市
町
・
滑
川
市
・
魚

津
市
・
黒
部
市
・
入
善
町
・
朝
日
町
を

エ
リ
ア
と
す
る
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。
今

回
は
、
立
山
町
と
上
市
町
に
あ
る
立
山

の
裾
野
の
辺
り
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
中
心

に
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

　

立
山
は
、
日
本
の
飛
騨
山
脈
（
北
ア

ル
プ
ス
）
北
部
に
位
置
し
、
雄お

山や
ま

、
大お

お

汝な
ん
じ

山や
ま

、
富ふ

士じ

ノの

折お
り

立た
て

の
3
つ
の
峰
の

総
称
で
す
。
立
山
は
活
火
山
で
す
が
、

厳
密
に
い
う
と
、
こ
の
3
峰
は
火
山
で

は
な
い
の
で
、
混
同
を
避
け
る
た
め
溶

岩
台
地
で
あ
る
弥み

陀だ

ヶが

原は
ら

台
地
（
標
高

1
6
0
0
〜
2
0
0
0
m
）
の
名
前

を
と
っ
て
弥
陀
ヶ
原
火
山
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。
恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ

パ
ー
ク
で
は
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山
の

ゲ
レ
ン
デ
の
芳
野
ヶ
原
台
地
が
同
じ
溶

岩
台
地
で
す
。

　

立
山
の
火
山
活
動
は
約
22
万
年
前
に

始
ま
り
、
現
在
で
も
地
獄
谷
周
辺
で
活

発
な
噴
気
活
動
が
あ
り
ま
す
。
立
山
も

富
士
山
や
白
山
と
並
び
、
信
仰
の
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
拠
点
の
一
つ
が

山
麓
の
芦あ

し

峅く
ら

寺じ

周
辺
で
す
。
こ
の
芦
峅

寺
に
は
立
山
博
物
館
展
示
館
が
あ
り
、

立
山
周
辺
の
自
然
や
大
地
の
成
り
立

ち
、
立
山
信
仰
に
関
す
る
展
示
が
豊
富

で
、
こ
の
エ
リ
ア
を
総
合
的
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

弥
陀
ヶ
原
台
地
か
ら
称

し
ょ
う

名
み
ょ
う

川が
わ

が
流
れ
落
ち
る
滝
が
、
落

差
日
本
一
を
誇
る
称

し
ょ
う

名み
ょ
う

滝だ
き

（
3
5
0
m
）
で
す
。
称
名
滝

の
展
望
台
は
滝
壺
か
ら
約

1
0
0
m
離
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
豊
富
な
水
量
の
た
め
、
ま
る
で

雨
の
よ
う
な
水
し
ぶ
き
が
辺
り
を
覆
っ

て
お
り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
光
景
を
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
称
名
川
の

両
側
の
切
り
立
っ
た
崖
に
は
、
見
事
な

柱
状
節
理
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
崖
は
称

名
滝
や
称
名
川
が
少
し
ず
つ
台
地
を

削
っ
て
で
き
た
地
形
で
す
。

　

一
方
で
、
も
と
も
と
こ
の
谷
を
埋
め

て
い
た
岩
石
は
、
流
れ
に
よ
っ
て
細
か

く
砕
か
れ
て
石
や
砂
、
泥
と
し
て
運
ば

れ
、
谷
を
出
た
と
こ
ろ
で
堆
積
し
、
現

在
の
富
山
平
野
の
一
部
で
あ
る
常
願
寺

川
扇
状
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の

平
野
で
、
人
々
は
田
畑
を
耕
し
、
作
物

を
得
て
い
ま
す
。
人
々
の
生
活
の
背
景

に
あ
る
、
大
地
と
水
の
相
互
作
用
を
感

じ
ら
れ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。
ぜ
ひ
一

度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

問
ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市
役

所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
２
６

－第38回－　立山黒部ジオパークに行ってきました－第38回－　立山黒部ジオパークに行ってきました

暑い夏には涼しげな一杯暑い夏には涼しげな一杯
雪室そば提供店舗ご紹介

7月12日㈮～
問ジオパークまちづくり課
　（市役所2階）☎88 ｰ 8126

　

勝
山
市
雪
室
ブ
ラ
ン
ド
推
進
会
議
（
旧
勝
山

市
雪
氷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
協
議
会
）
に

加
盟
し
て
い
る
店
舗
で
、
雪
室
で
貯
蔵
し
た
そ

ば
の
実
を
使
っ
た
「
雪
室
そ
ば
」
の
提
供
が
始

ま
り
ま
す
。新
そ
ば
の
味
わ
い
を
そ
の
ま
ま
に
、

雪
室
で
寝
か
せ
た
そ
ば
を
ぜ
ひ
と
も
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
店
舗
の
雪
室
そ
ば
粉
が
な
く
な
り

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

手打ちそば　どうせき
（元町 1）☎ 88 ｰ 0667

福彩り食堂　のむら屋
（元町 2）☎ 88 ｰ 1392

やく志屋
（沢町 2）☎ 88 ｰ 0521

食庵 おり田
（毛屋町）☎ 87 ｰ 3737

勝食
（郡町 1）☎ 88 ｰ 0519

めん工房　きふね
（旭町 2）☎ 87 ｰ 2788

手打ちそば　八助
（栄町 1）☎ 88 ｰ 0516

おいしい、ちよ鶴
（本町 2）☎ 87 ｰ 2250

（左）称名滝（右）雪解け時
期限定ハンノキ滝

広報かつやま7月号 №776 　　 6

６月議会
　

６
月
定
例
市
議
会
が
５
月
28
日

〜
６
月
14
日
の
18
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

山
岸
市
長
は
招
集
あ
い
さ
つ
の

中
で
、「
10
連
休
中
、
長
尾
山
総

合
公
園
は
大
変
な
賑
わ
い
と
な

り
、
多
く
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

一
方
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
を

実
施
し
た
が
、
交
通
渋
滞
が
発
生

し
た
。
来
春
、
道
の
駅
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
動
態
を
把

握
し
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
や

新
た
な
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
な
ど

に
よ
る
渋
滞
緩
和
対
策
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
遺
産
の
認
定
に
つ
い

て
、関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、

一
乗
谷
と
平
泉
寺
を
結
ぶ
安あ

波ば

賀か

街
道
を
復
活
さ
せ
た
い
と
話
し
ま

し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
補
正

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
各
地
区
の

自
主
活
動
に
か
か
る
施
設
整
備
な

ど
に
対
す
る
助
成
、
市
民
会
館
・

教
育
会
館
の
設
備
改
修
工
事
、
農

業
関
係
設
備
の
整
備
・
導
入
に
対

す
る
助
成
、
特
定
空
家
対
策
の
実

施
な
ど
、
一
般
会
計
に
９
２
３
８

万
２
千
円
を
増
額
し
、
総
額
は
１

１
９
億
３
６
３
８
万
２
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

◆
条
例

　

勝
山
市
道
の
駅
「
恐
竜
渓
谷
か

つ
や
ま
」
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
勝
山
市
介
護
保
険
条
例
、

勝
山
市
水
道
水
源
保
護
条
例
が
一

部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
そ
の
他

　

勝
山
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
７
議
案
が
可
決
、
３

議
案
が
承
認
さ
れ
、
陳
情
２
件
の

う
ち
１
件
が
採
択
、
１
件
が
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

「
地
下
水
」
は
市
民
み
ん
な
の
大
切
な
財
産

「
井
戸
」の
届
出
制
度
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
お
知
ら
せ

勝
山
市
の
水
道
水
は

「
地
下
水
」
が
水
源

　

勝
山
市
の
豊
か
で
き
れ
い
な
地

下
水
は
、
日
常
の
暮
ら
し
の
み
な

ら
ず
、
繊
維
産
業
な
ど
の
生
産
活

動
も
支
え
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

が
使
用
し
て
い
る
水
道
水
の
ほ
と

ん
ど
は
、
こ
の
地
下
水
を
水
源
と

し
て
い
ま
す
。
地
下
水
は
河
川
水

に
比
べ
て
水
質
が
良
い
た
め
、
飲

料
水
に
す
る
コ
ス
ト（
消
毒
な
ど
）

が
少
な
く
済
み
ま
す
。
全
国
の
水

道
水
量
の
う
ち
、
地
下
水
を
水
源

と
し
て
い
る
も
の
は
２
割
程
度
な

の
で
、
勝
山
市
の
上
水
道
は
大
変

恵
ま
れ
た
条
件
に
あ
り
ま
す
。

水
道
水
源
保
護
審
議
会
の
設
置

　

勝
山
市
で
は
、
昨
冬
（
平
成
30

年
１
月
〜
２
月
）
の
記
録
的
な
大

雪
・
寒
波
に
よ
り
、
市
内
の
一
部

地
域
で
は
長
期
間
、
給
水
制
限
を

行
う
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
、
市
は
昨
年
９
月
、
勝
山

市
水
道
水
源
保
護
審
議
会
を
設
置

し
、
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
と

地
下
水
資
源
の
保
全
の
た
め
の
有

効
な
方
策
に
つ
い
て
審
議
を
続
け

て
い
ま
す
。

届
出
の
お
願
い
と

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

　

そ
の
よ
う
な
中
、
市
内
の
地
下

水
の
利
用
状
況
を
把
握
す
る
た
め

に
、
今
年
６
月
に
勝
山
市
水
道
水

源
保
護
条
例
を
改
正
し
、
基
準
を

超
え
る
大
き
さ
の
ポ
ン
プ
を
使
っ

た
井
戸
に
つ
い
て
は
「
届
出
」
を

お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
併
せ
て
、
井
戸
に
よ
る
地
下

水
利
用
に
関
す
る
「
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
民
共
有
の
財
産
で
あ
り
、
限

り
あ
る
資
源
で
あ
る
地
下
水
の
大

切
さ
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え

て
い
た
だ
き
、
届
出
書
の
提
出
お

よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
届
出
書
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、８
月
上
旬
に
市
内
全
戸（
ア

パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
除
く
）

に
区
長
を
通
じ
て
配
布
、
各
事

業
所
な
ど
に
は
郵
送
し
ま
す

問
上
下
水
道
課（
市
民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
９

「
届
出
」
が
必
要
な
井
戸

　

吐
出
口
の
大
き
さ
（
口
径

（
内
径
））
が
40
㎜
を
超
え
る

ポ
ン
プ
を
使
っ
て
い
る
井
戸

（
同
敷
地
内
に
２
つ
以
上
あ
る

場
合
は
そ
の
合
計
）

水道水が届くまで（勝山市）

家庭や
事業所等へ

配水池調整池

消毒

地下水
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５
年
間
で
延
べ
２
１
１
２
人
が
参
加　

そ
の
効
果
を
探
る

　

平
成
26
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、

か
つ
や
ま
健
康
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー

（
平
成
29
年
度
ま
で
は
健
康
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
と
し
て
実
施
）に
は
、

こ
れ
ま
で
に
延
べ
２
１
１
２
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
う
ち
、
体
力
変
化
や

医
療
費
の
デ
ー
タ
提
供
に
同
意
い

た
だ
い
た
方
の
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
福
井
大
学
医
学
部　

山
次
俊

介
准
教
授
に
検
証
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

余
裕
を
も
っ
て
日
常
生
活
を
営

む
た
め
に
は
、
足
腰
の
健
康
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
足
腰
の
健
康
を

示
す
体
力
と
し
て
、
筋
力
、
歩
行
、

バ
ラ
ン
ス
の
３
つ
が
重
要
で
す
。

表
２
に
示
す
よ
う
に
、
参
加
者
の

体
力
測
定
の
平
均
値
は
、
す
べ
て

の
項
目
で
向
上
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

筋　

力
▼
膝
の
筋
力

歩　

行
▼
10
ｍ
歩
行
、
６
分
間
歩

行
、
10
ｍ
選
択
歩
行

バ
ラ
ン
ス
▼
手
伸
ば
し
の
距
離
、

股
関
節
の
移
動
距
離

　

参
加
者
の
う
ち
、
市
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
１
７
９
人

の
参
加
前
年
度
と
参
加
年
度
の
医

療
費
（
入
院
外
）
を
、
参
加
し
て
い

な
い
方
（
不
参
加
者
）
と
比
較
し
ま

し
た
。
不
参
加
者
は
、
参
加
者
と

同
性
・
同
年
齢
の
人
を
無
作
為
に

抽
出
し
ま
し
た
。

　

図
に
示
す
よ
う
に
、
不
参
加
者

の
医
療
費
（
入
院
外
）
は
、
変
化

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
参
加
者
は
一

人
当
た
り
平
均
約
３
万
円
減
少
し

て
い
ま
し
た
。
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
の
参
加
者
は
病
院
に
か
か
る

頻
度
が
減
り
、
健
康
度
が
高
ま
っ

て
い
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し

た
。

問
健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

参
加
者
の
体
力
が
向
上

参
加
者
の
医
療
費
が
低
減

（表1）かつやま健康ポイントラリー参加者数

年　度 男　性 女　性 合　計

平成26年度 116人 245人 361人

平成27年度 151人 350人 501人

平成28年度 141人 294人 435人

平成29年度 144人 290人 434人

平成30年度 46人 335人 381人

総合計 598人 1,514人 2,112人

※平成29年度までは健康チャレンジ事業として実施

（表2）体力測定の平均値

項　目
男　性 女　性

参加前 参加後 参加前 参加後

膝の筋力（㎏） 12.5
[±3.6]

15.0
[±5.0]

8.9
[±2.8]

10.4
[±3.3]

10m歩行（秒） 5.4
[±0.9]

5.0
[±1.2]

5.4
[±0.9]

5.1
[±0.8]

6分間歩行（m） 572.1
[±66.7]

588.8
[±74.8]

563.2
[±53.2]

598.7
[±113.8]

10m選択歩行（秒） 15.5
[±3.5]

14.6
[±3.4]

14.1
[±2.9]

13.0
[±2.5]

手伸ばしの距離
（㎝）

36.5
[±6.1]

38.4
[±7.4]

35.9
[±6.0]

37.5
[±6.0]

股関節の移動距離
（㎝）

24.2
[±7.2]

27.3
[±4.5]

21.7
[±6.3]

26.0
[±5.7]

※[　]内は標準偏差。成績が上がったものに　 を表示

10万円

11万円

12万円

13万円

14万円

15万円

前 後

参加者
不参加者

（図）医療費の平均額（入院外）

福井大学医学部山次俊介准教授
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健
康
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
は
、「
身

近
な
運
動
を
継
続
し
、
毎
回
記
録

す
る
」
だ
け
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め

ら
れ
る
ほ
か
、
各
種
健
康
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
も
ポ
イ
ン

ト
を
貯
め
ら
れ
ま
す
。

　

運
動
は
、
皆
さ
ん
が
取
り
組
み

や
す
い
も
の
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。「
少
し
息
が
弾
む
」
程
度
の
運

動
に
取
り
組
む
こ
と
が
ベ
ス
ト
で

す
が
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
「
継

続
す
る
こ
と
」。
し
ん
ど
く
な
い
運

動
で
も
い
い
の
で
、
継
続
し
て
ポ

イ
ン
ト
を
貯
め
ま
し
ょ
う
。

●
Ａ
コ
ー
ス

　

初
め
て
、
ま
た
は
久
し
ぶ
り
に

運
動
さ
れ
る
方
向
け
。
普
段
よ
り

＋
10
分
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
運
動
を
！

•
歩
幅
を
広
げ
、
速
く
歩
く

•
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ

•
歩
き
や
自
転
車
で
移
動
な
ど

●
Ｂ
コ
ー
ス

　

定
期
的
な
運
動
を
さ
れ
て
い
る

方
向
け
。
20
分
以
上
の
「
息
の
弾

む
」
運
動
を
！
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
水

泳
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
、各
種
ス
ポ
ー

ツ
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
）

　

ゴ
ー
ル
特
典
と
し
て
、
市
内
協

賛
店
で
使
え
る
お
得
な
ク
ー
ポ
ン

券
と
引
き
換
え
ま
す
。

引
換
期
間
▼
11
月
１
日
㈮
〜29

日
㈮

引
換
場
所
▼
健
康
長
寿
課
（
す
こ

や
か
②
入
口
）

　
「
運
動
す
れ
ば
体
力
が
向
上
す

る
、
健
康
度
が
高
ま
る
」
と
い
う

こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
知
だ
と
思
い

ま
す
。「
30
分
以
上
の
運
動
」や「
や

や
き
つ
い
と
感
じ
る
運
動
」
と

い
っ
た
運
動
時
間
や
強
度
が
な
く

て
も
、「
個
人
が
継
続
で
き
る
程

度
の
運
動
」を
コ
ツ
コ
ツ
実
践
し
、

記
録
す
る
だ
け
で
効
果
が
あ
る
こ

と
が
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
で
実
証

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
ん
の
少
し
、
今
よ
り
活
動
的

な
生
活
習
慣
に
変
え
る
だ
け
で
健

康
的
に
な
れ
る
「
か
つ
や
ま
健
康

ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
」
に
ぜ
ひ
参
加

し
ま
し
ょ
う
！

　
　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

ル
ー
ル
は
簡
単
！

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
た
ら
？

さ
あ
、
参
加
し
よ
う
！

取
り
組
み
コ
ー
ス

かつやま健康ポイントラリーにかつやま健康ポイントラリーに
参加してお得に健康を参加してお得に健康を

手に入れよう手に入れよう

参加者受付中！！参加者受付中！！スタート特典で協賛店クーポンがもらえます対　象▶勝山市民または市内に勤務の方参加費▶無料
申込締切▶8月30日㈮　　 健康長寿課（すこやか内）　　  ☎87 ｰ 0888

申・問

協賛店一覧

申
・
問
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ご存知ですか？ちょっとお得な年金制度ご存知ですか？ちょっとお得な年金制度
「前納制度」で保険料が割引に！

　令和元年度の国民年金保険料は、月額1万
6,410円です。まとめて前払い（前納）するこ
とで保険料が安くなりますので、前納制度をご
利用ください。
例）令和元年10月から令和2年3月までの
　　6か月分の保険料　　定額▶9万8,460円
　　前納した場合▶下記表の通り

納付書で前納 口座振替で前納
納付額 9万7,660円 9万7,340円
割引額 800円 1,120円

期　限 10月31日㈭
（納付期限）

8月30日㈮
（申請期限）

口座振替の申請方法▶
　口座振替納付申出書に必要事項を記入、押印
（通帳の届出印）し、市民・環境・税務課または
年金事務所、金融機関にご提出ください。

「付加年金」で受給額を増やせます！

　月額400円の付加保険料を納めると、将来の
老齢年金に付加年金が加算されます（任意加入）。
　受給額（年額）は200円×付加保険料納付月
数です。
※ 国民年金基金の加入者、免除該当者は加入で
きません

例）付加保険料を10年間納付した場合
保険料 400円×10年（120月）＝4万8,000円
受給額
（年額） 200円×10年（120月）=2万4,000円

　保険料は10年で4万8,000円ですが、受給額は1年
で2万4,000円となりますので、年金を受け取り始め
て2年で、納付した付加保険料額に達し、それ以降は
プラスになります。

年金加入記録の確認ができます！
　これまでの年金の加入記録などが確認で
きる、「ねんきんネット」をご利用ください。

問市民・環境・税務課（市役所1階）　☎88 ｰ 8102　　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4516

年
金

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

◆
郵
送
に
つ
い
て

　

新
し
い
保
険
者
証
は
、
７
月
末
ま
で
に

福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら

郵
送
さ
れ
ま
す
。

◆
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
を
お
持
ち
の
方
へ

　

こ
の
認
定
証
を
病
院
の
窓
口
に
提
示
い

た
だ
く
と
、
窓
口
で
の
お
支
払
い
額
が
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

市
・
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
、
現
役
並

み
所
得
の
方
（
課
税
所
得
１
４
５
〜
６
８

９
万
円
）
お
よ
び
同
一
世
帯
の
方
も
認
定

証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

一
度
申
請
す
れ
ば
、
市
・
県
民
税
非
課

税
世
帯
お
よ
び
現
役
並
み
所
得
者
で
あ
る

限
り
、
自
動
更
新
と
な
り
ま
す
。

◆
保
険
料
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
の
保
険
料
は
、
７
月
中
に

郵
送
さ
れ
る
「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
75
歳
に
な
る
方
に
は
、
誕
生
月
の

２
か
月
後
に
送
付
し
ま
す
。

◆
保
険
料
の
支
払
い
方
法
に
つ
い
て

　

加
入
当
初
は
納
付
書
で
の
お
支
払
い
に

な
り
ま
す
。

　

一
定
期
間
経
過
後
、
原
則
年
金
か
ら
の

お
支
払
い
（
天
引
き
）
と
な
り
ま
す
が
、

口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

〈
国
民
健
康
保
険
か
ら
切
り
替
え
た
方
〉

　

保
険
制
度
が
変
更
と
な
る
た
め
、
保
険

料
の
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、
改
め

て
金
融
機
関
な
ど
で
口
座
振
替
登
録
手
続

き
が
必
要
で
す
。

◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
に

つ
い
て

　

保
険
証
に
同
封
し
て
送
付
し
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
医
師
・
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

問
市
民
・
環
境
・
税
務
課
（
市
役
所
1
階
）

☎
88
‐
８
１
０
２

新しい保険者証（青色）
※カード型に変更
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

８
月
１
日

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
に
切
り
替
わ
り
ま
す

か
ら
新
し
い
保
険
証
に
切
り
替
わ
り
ま
す

※
新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
今
お
持
ち
の

保
険
証
な
ど
（
有
効
期
限　

平
成
31
年
７
月
31
日
）

を
市
民
・
環
境
・
税
務
課
、
す
こ
や
か
、
ま
た
は

最
寄
り
の
公
民
館
へ
お
返
し
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険

◆
郵
送
に
つ
い
て

　

新
し
い
被
保
険
者
証
（
兼
高
齢
受
給
者

証
）
を
７
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

◆
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
を
お
持
ち
の
方
へ

　

限
度
額
適
用
認
定
証
、
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
は
、
更
新
が
必

要
で
す
。
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
・
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
と
70
歳

以
上
75
歳
未
満
の
現
役
並
み
所
得
（
課
税

所
得
１
４
５
〜
６
８
９
万
円
）
の
方
は
、

認
定
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
医
療

費
が
高
額
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
は
、

お
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
開
始
日
▼
７
月
26
日
㈮

◆
70
歳
〜
74
歳
の
か
た
へ

　

こ
れ
ま
で
、「
被
保
険
者
証
」
と
は
別
に
「
高
齢
受
給
者
証
」
も
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、

８
月
か
ら
は
、
被
保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
が
一
体
と
な
り
、「
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受

給
者
証
」
と
印
字
さ
れ
ま
す
。

◆
他
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
へ

　

就
職
な
ど
に
よ
り
、
他
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
場
合
、
資
格
喪
失
の
届
出
が
必

要
で
す
。
届
出
を
し
な
い
と
、
保
険
料
が

重
複
し
て
か
か
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
修
学
な
ど
に
よ
り
住
民
票
が
勝
山
市
に

な
い
方
へ

　

修
学
な
ど
に
よ
り
勝
山
市
外
に
お
住
い

の
方
で
、
保
険
証
が
必
要
な
方
は
、
市
民
・

環
境
・
税
務
課
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
▼
７
月
19
日
㈮
ま
で

申
請
に
必
要
な
も
の
▼
在
学
証
明
書
ま
た

は
入
所
証
明
書

【
卒
業
ま
た
は
退
学
さ
れ
た
場
合
】

　

右
記
の
お
届
け
を
さ
れ
た
方
が
卒
業
ま

た
は
退
学
さ
れ
た
場
合
は
、
資
格
喪
失
の

申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
が
遅
れ
る
と
そ

の
間
の
医
療
費
を
返
還
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
お
届
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
市
民
・
環
境
・
税
務
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
２

新しい被保険者証（えんじ色）

高齢受給者証

被保険者証

被保険者証兼高齢受給者証

【
こ
れ
ま
で
】

【
８
月
か
ら
】

ここに負担割合が
記載されます
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種

各

お
知
ら
せ

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
家
族
、友
人
、

知
人
が
目
の
前
で
倒
れ
た
時
、
命

を
救
え
る
の
は
そ
ば
に
居
合
わ
せ

た
あ
な
た
で
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
救
命
処
置
（
心
肺
蘇
生
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
な
ど
）
を
行
え
る

よ
う
、ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き
▼

　

①
９
月
８
日
㈰

　

②
令
和
2
年
２
月
９
日
㈰

両
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
30
分

と
こ
ろ
▼
福
井
市
防
災
セ
ン
タ
ー

対　

象
▼
市
内
在
住
お
よ
び
市
内

へ
通
勤
・
通
学
す
る
中
学
生
以

上
の
者

申
込
期
間
▼

　

①
８
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

　

②
令
和
2
年
１
月
６
日
㈪
〜
３

１
日
㈮

と　

き
▼
7
月
24
日
㈬

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
第
4
研
修
室

内　

容
▼
サ
イ
ト
出
品
に
か
か
る

説
明
、
お
礼
品
の
販
売
促
進
セ

ミ
ナ
ー
、
個
別
相
談

講　

師
▼
サ
イ
ト
運
営
者

締　

切
▼
７
月
19
日
㈮

商
工
観
光
・
ふ
る
さ
と
創

生
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
8
1
0
5

と　

き
▼
８
月
３
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か
調
理
実
習
室

内　

容
▼
栄
養
価
の
高
い
幻
の
山

菜
「
行
者
に
ん
に
く
」
を
使
っ

た
イ
タ
リ
ア
料
理

講　

師
▼
勝
山
市
ふ
る
さ
と
活
性

化
協
議
会

定　

員
▼
15
人

費　

用
▼
1
0
0
0
円

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

締　

切
▼
7
月
31
日
㈬

農
業
政
策
課
（
市
役
所
１

階
）
☎
88
‐
8
1
0
6

ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏
事
業

上
級
救
命
講
習
会

ふ
る
さ
と
納
税

お
礼
品
参
加
者
説
明
会

ふ
る
さ
と
塾

　
「
簡
単
イ
タ
リ
ア
風
」

料
理
教
室

　
　

  

消
防
署
☎
88
‐
０
４
０
０

申
・
問

申
・
問

申
・
問

子どもたちの安全を守るため
緊急会議を開催しました

　全国的に園児や児童が死傷する交通事故や事件が相次い
でいる事態を踏まえ、勝山署や市、各種関係団体が集まり
「子どもの安全確保に向けた緊急会議」を6月26日に開催
し、子どもたちの安全確保について協議しました。
内 　容▶学校・園周辺、通学路、散歩ルートにおける危険
箇所や子どもの安全確保に向けた取り組みについて協議
結 　果▶これまで別々に協議されてきた防犯と交通安全の
危機意識を連動させ、危険箇所を共有
　子どもの安全確保に向けた対策を円滑かつ迅速に進め
る窓口を整理

•歩行者がいる横断歩道での一時停止義務の周知徹底
•通学路安全プログラムに基づいた合同点検の継続実施
• 未就学児が日常移動する経路の緊急安全点検（９月
30日まで）

• 防犯カメラ設置やドライブレコーダー活用による防犯
システムの構築

問勝山警察署　☎88 ｰ 0110

今後の取り組み予定

ありがとうございましたありがとうございました
国際ソロプチミスト福井より寄付

（株）ワックより寄付

　子どもたちに本に親しんでもらいたいと児童
図書24冊を市立図書館へご寄付いただきました。

　勝山を訪れる人に感動してもらえるようにと
恐竜モニュメント（高さ2.3ｍ、幅5ｍ）をご寄付
いただきました。※モニュメントは北谷町コミュ
ニティセンター駐車場に８月中旬ごろ設置予定

広報かつやま7月号 №776 　　 12

勝山市農地賃借料情報
　平成30年１月～ 12月に締結(公告)された賃貸借における賃借料水準(10ａ当たり)は、下表の
とおりです。農地の賃貸借契約を締結する場合の目安としてご活用ください。

◆ このデータは、実際に取り引きされた賃借料のデー
タを整理したもので、拘束力はありません。地区に
よってはデータが偏っている場合があり、農地の賃
貸借契約を締結する際は、目安としつつ、水稲の収
穫量や圃場条件などを踏まえたうえで、最終的には
当事者間の話し合いにより賃借料を決めてください

◆  各地区の金額、データ数には、農事組合法人の賃借
料を含んでいます

◆  データ数は、賃貸借(有償)における賃貸借料データ
(筆)のみを収集の対象としており、無償のデータは
含まれていません

◆  玄米での契約は、１万3,650円／俵として試算して
います

◆  金額は算出結果を四捨五入し100円単位としていま
す

問農業委員会（市役所1階）☎88 ｰ 8115

Tulsi’sワンポイント英会話レッスン

Summer Potluck Party
（夏の食べ物持ち寄りパーティー）

7月の
テーマ

There is going to be a potluck on 
Monday. Can you come?
月曜日にポットラックがあるけど、来ない？

 I'm making a potato salad and 
sandwiches.　
　私はポテトサラダとサンドウィッチを作るわ。

Yea, I'm free. What should I bring?
　うん、暇よ。何を持っていけばいいだろう？

Oh, that sounds good. I'm not the best 
cook, so I think I will bring some drinks.
　美味しそうね。私はあまり料理が上手じゃ
ないから、飲み物を持って行こうかな。

地区名
平　均　額

基盤整備地域 未整備地域

平泉寺 ３，３００ ４，６００

勝　山
猪野瀬 ７，３００ ８，２００

村　岡 ７，４００ ５，２００

野　向 ９，６００ ４，５００

荒　土 ８，２００ ５，８００

北　郷 ８，６００ ９，１００

鹿　谷 ７，９００ ６，９００

遅　羽 ５，７００ ７，６００

※勝山市平均　６，８００円／10a

田（水稲）の部 （単位：円／10a）

　英会話教室で「Summer Potluck Party」を開催
します。ぜひご参加ください
と　き▶7月22日㈪　午後7時30分～ 9時
ところ▶教育会館第２研修室

か
つ
や
ま〝
地
の
も
ん
〞推
進
店
募
集

　

も
の
づ
く
り
技
術
・

　
　
　
　

研
究
開
発
支
援
事
業
募
集

　

市
内
で
生
産
・
収
穫
・
漁
獲
・
養
殖
さ

れ
た
も
の
を
販
売
・
加
工
ま
た
は
料
理
と

し
て
提
供
し
て
い
る
店
を
募
集
し
ま
す
。

（
現
在
42
店
舗
を
認
定
）

　

認
定
さ
れ
る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
看
板
や

の
ぼ
り
旗
、
マ
ー
ク
を
使
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
広
報
か
つ
や
ま
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
掲
載
し
、
か

つ
や
ま
の
〝
地
の
も
ん
〞
を
使
用
し
て
い

る
こ
と
を
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

応
募
締
切
▼
12
月
16
日
㈪

問
農
業
政
策
課
（
市
役
所
1
階
）

　

☎
88
‐
８
１
０
６

　

地
域
の
新
産
業
の
創
造
や
産
業
技
術
の

発
展
、
雇
用
の
創
出
を
図
る
た
め
、
新
た

な
産
業
技
術
や
新
製
品
の
開
発
、
有
望
な

市
場
開
拓
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し

ま
す
。

対　

象
▼
市
内
に
事
業
所
の
住
所
を
有
す

る
中
小
企
業
者
ま
た
は
中
小
企
業
団
体

補
助
内
容
▼

も
の
づ
く
り
促
進
事
業

　

対
象
経
費
の
1
／
2（
上
限
1
0
0
万
円
）

販
売
促
進
研
究
事
業

　

対
象
経
費
の
1
／
2
（
上
限
50
万
円
）

問
商
工
観
光
・
ふ
る
さ
と
創
生
課

　
（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
8
1
0
5
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Ｕ・ＩターンコラムU
I
うつくしく
いきる

Enjoy Life in Katsuyama

　第20回目は、今年の４月に
NPO法人恐竜のまち勝山応援
隊に就職した越前市出身の片粕
さんにお話を伺いました。

▶ Ｉターンしたきっかけは
　学生時代、地域の方にとても
お世話になり、少しでも地域の
方の役に立てる仕事がしたいと
就職活動をしていました。そし
て、ご縁があってNPO法人で働
くことになり、勝山で生活する
ことになりました。
▶勝山に住んでみていかがですか
　自然が多く、緑に囲まれなが
らの生活はとても落ち着き、居
心地がいいです。
　職場では、野生動物も多く、

いろんな鳥の声を耳にします。
自然を身近に感じることがとて
も新鮮で、ワクワクしています。
▶働き始めていかがですか
　職場の方は、みなさん人柄が
よく、温かく見守ってもらえて
とても感謝しています。
　中学・高校は、吹奏楽部に入
部し、楽器はもちろんですが、
演奏を聴きに来てくださる方が
笑顔で楽しんでもらうために
は、どうしたら良いかというこ
とを、顧問の先生から学んでき
ました。その経験を活かし、お
客様が笑顔で楽しんでいただけ
るよう、仕事に励んでいきたい
と思っています。

仕事や趣味で
みんなに笑顔を

片
かたかす
粕 栞

しお り
里さん（20歳）

＝栄町５＝

移住に関するお問い合わせは
商工観光・ふるさと創生課

（市役所2階）へ　☎88 ｰ 8105

〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

　

今
回
は
谷
ト
ン
ネ
ル
に
あ
る
「
言
う
な
い

地
蔵
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

勝
山
町
と
旧
白
峰
村
を
結
ぶ
道
は
牛
首
道

と
呼
ば
れ
大
変
な
難
路
で
あ
っ
た
。
県
境
の

旧
道
谷
峠
に
は
２
体
の
地
蔵
が
祀ま

つ

ら
れ
て
お

り
、「
天
嶺
白
山
に
登
る
」（
勝
山
朝
日　

昭

和
11
年
８
月
11
日
発
行
）
に
は
、
写
真
と
と

も
に
谷
峠
頂
上
に
２
本
の
老
杉
と
地
蔵
堂
が

あ
る
と
記
す
。
以
前
は「
谷（
タ
ン
）の
神
様
」

と
呼
ば
れ
勝
山
往
来
の
人
々
は
こ
こ
で
休
憩

し
て
道
中
の
安
泰
を
祈
願
し
た
。

　

福
井
石
川
間
の
谷
峠
の
隧ず

い

道ど
う

工
事
は
戦
後

本
格
的
に
進
め
ら
れ
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）

に
開
通
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
２
体
の
地

蔵
は
谷
隧
道
の
入
口
付
近
に
移
さ
れ
た
。
以

前
は
そ
の
東
方
１
㎞
の
山
上
に
あ
っ
た
。
同

47
年
谷
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
と
も
な
い
更
に

地
蔵
は
移
さ
れ
、
石
川
県
側
ト
ン
ネ
ル
出
口

右
側
の
現
在
地
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

地
蔵
菩
薩
立
像
の
内
右
側
の
台
座
に
は

「
■
明
月
■
霊
」
と
刻
ま
れ
、
背
面
に
は
「
佐

藤
氏　

孝
周
（
カ
）
丈
」「
正
徳
三
年
癸
巳

歳
六
月
吉
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
左
側
の

像
の
背
面
に
は
「
文
化
十
三
子
年
」
と
刻
ま

れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
西
暦
で
は
１
７
１
３

年
、
１
８
１
６
年
で
今
か
ら
３
０
０
年
、
２

０
０
年
以
前
に
祀
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
像

の
高
さ
は
2
体
と
も
1
1
8
㎝
で
あ
る
。
弘

化
３
年
（
１
８
４
６
）
の
白
山
登
山
の
紀
行

文
「
白
山
行
程
記
」
に
、「
峠
の
大
杉
か
ら

40
〜
50
ｍ
行
く
と
道
の
右
側
に
３
つ
に
分
か

れ
た
大
杉
、
そ
の
傍
ら
に
辻
堂
と
石
仏
が
あ

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
宝
永
７
年
（
１
７
１
０
）
の
「
白
山
道
記
」

に
は
、
峠
に
大
杉
が
あ
る
と
の
記
述
は
見
ら

れ
る
が
地
蔵
の
記
載
は
な
い
。

　

現
在
、
地
蔵
は
鉄
筋
の
小
堂
に
安
置
さ
れ

て
お
り
附
近
に
は
「
言
う
な
い
地
蔵
の
由
来
」

の
看
板
が
立
っ
て
い
る
。
地
蔵
堂
の
前
で
強

盗
殺
人
を
働
い
た
旅
人
が
「
今
あ
っ
た
こ
と

を
他
人
に
言
う
な
い
」
と
地
蔵
に
頼
ん
だ
こ

と
に
由
来
す
る
が
、
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
地
蔵
は
越
前
側
、
加
賀
白
峰

側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
体
ず
つ
寄
進
し
最
初
は

谷
村
が
管
理
し

て
い
た
。
現
在

は
白
峰
出
身
の

尾
田
さ
ん
が
管

理
さ
れ
春
秋
の

２
回
祭
を
行

い
、
春
祭
は
６

月
の
菖
蒲
祭
に

併
せ
て
行
う
。

今
回
は
谷谷

ン
ネ
ル
に
あ

「
言

な

を
ねねねてててねね

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造 28

▶今後やりたいことは
　小さいころから音楽が大好き
で６歳から琴、小学校低学年か
らは三味線を習ってきました。
　勝山では、ぜひ勝山左義長ま
つりに参加（演奏）してみたい
です。また、合唱も大好きなの
で、機会があれば地域の方と歌
を歌うなど、音楽を通して勝山
の生活を楽しみたいです。

広報かつやま7月号 №776 　　 14

アンチエイジング講座第2クール参加者募集
　運動するきっかけを探している方、自宅ででき
る運動を身につけたい方などの参加者を募集して
います。
と　き▶7月23日～10月1日の毎週火曜日
　　　　午後1時30分～２時30分
ところ▶湯ったり勝山
内　容▶健康カラオケ体操
　　　　体の歪みを改善してバランスアップ
参加費▶11回分で1,000円（入浴料は別途）
対　象▶65歳以上の市民
定　員▶20人程度（要予約）
　　  地域包括支援センター「やすらぎ」

（すこやか内）　☎87 ｰ 0900
申・問

件数内訳 令和元年6月末 前年比

総件数 １９３件 －２５件

人身事故
（うち高齢者）

９件
（２）

－１件
（－２）

死　者
（うち高齢者）

０人
（０）

０人
（±０）

傷　者 ９人 －１人

物損事故 １８４件 －２４件

7月の納税

5月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 6月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,028人 5 －18 －13 18 －21 －3 11,012人 －16人
女 12,101人 4 －14 －10 11 －22 －11 12,080人 －21人

合　計 23,129人 9 －32 －23 29 －43 －14 23,092人 －37人
世帯数 7,975世帯 7,975世帯 0世帯

人口の動き

固定資産税▶第２期　国民健康保険税▶第１期
納期限▶７月31日㈬　口座振替▶７月26日㈮

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

行ってみよう

湯ったり勝山
勝山公民館　展示コーナー勝山公民館　展示コーナー

◆ 勝山南部中学校1・2年生の生徒さんの絵画展
　若者の感性で描かれたさまざまな絵画をお楽
しみください。　
展示期間▶7月16日㈫～ 28日㈰
　※21日㈰は教育会館休館日です
◆ 白野洋子さんのレース編み作品展
　真っ白な糸をかぎ針で編むレースは、繊細な
美しさが魅力です。どうぞ
お楽しみください。
展示期間▶7月29日㈪～

8月17日㈯

問勝山公民館（教育会館1階）　☎88 ｰ 0800

受動喫煙対策を強化！ なくそう！望まない受動喫煙
　2018年7月に成立した健康増進法の一部を改正する
法律により、子どもや患者などに特に配慮し「望まな
い受動喫煙」をなくすための対策を段階的に実施する
こととなりました。
　今後、受動喫煙対策は、マナーではなくルールとな
ります。
　　　①多くの施設において屋内が原則禁煙に！
　　　②20歳未満の方は喫煙エリア立ち入り禁止
　　　③屋内での喫煙には喫煙室の設置が必要に
　　　④喫煙室には標識表示が義務付けに

《2020年の全面施行に向けたスケジュール》
　◆学校、病院行政機関など
　　2019年７月１日～　原則敷地内禁煙
　◆上記以外の施設
　　2020年４月１日～　原則屋内禁煙
※ 勝山市役所も７月１日から敷地内禁煙となりました。
決められた場所以外では喫煙できません 問健康長寿課（すこやか内）☎87 ｰ 0888

◆医療機関による禁煙外来
　禁煙外来で、「より確実に」禁煙することが
できます。
※条件により医療保険適応となります
【市内の禁煙外来実施医療機関】
•福井勝山総合病院（要予約）▶
　　毎週水・木曜日　午後３時30分頃
•クリニカ・デ・ふかや▶
　　通常の外来診療時間内に診察（初回のみ）
◆保健師による禁煙個別相談
　些細なことでも構いませんので、禁煙につ
いてお悩み・お困りのことがあれば、ご相談
ください。
【すこやか健康相談】
と　き▶毎週水曜日　午前10時～ 11時30分
ところ▶すこやか　集団健診室

あなたの禁煙を応援します！！
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